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ほんの僅かな差にみえるがこの1ポイントをものにする
ためにどれほどの時間と経験を要するかチャレンジする
しかない。
 フェドカップは土橋監督となり三年目のアジア/オセア
ニア予選となる。過去二回は決勝でプレーオフ進出を阻
まれた。今回はインド・ニューデリーでの試合となるた
めコンディションが重要なポイントとなった。スタッフ
一人一人が役割を果たし選手のパフォーマンス向上に貢
献した。特に決勝戦での奈良は精神的に安定したプレー
で貴重な一勝をもたらしてくれた。日比野は経験の少な
いチーム戦で苦しみながらも貢献した。また、ダブルス
の加藤と二宮はグランドスラムで磨いた力を遺憾無く発
揮しワールドグループへの扉にたどり着いた。
　男女とも世界の扉に手をかけ、「開けたかと思うと閉
められたり」を繰り返しているのが現状である。しか
し、今までと違うのはデビスカップは錦織、西岡不在の
中でもチームレベルをあげていることと、ダブルスの

要となるマクラクランが成長し戦略的に幅が広がった。フェド
カップは大坂なおみの爆発的パワーの影に隠れているが、1994
年生まれのメンバーがグランドスラムで開花し始め、特にダブ
ルスでの安定性が増大した。全ての選手が万全で臨むことは簡
単なことではない。しかし、その心技体知のコンディションを
集中できた時、1921年偉大なる先輩方が歴史を刻んだアメリカ
とのチャレンジラウンドの再現ができると信じている。そし
て、その歴史を変える力が今の日本テニスにはある。

　デビスカップは岩渕監督の二戦目となる。盛岡でのイタリア
戦は錦織、西岡を欠くチーム編成となった。一方のイタリアは
フルメンバーで来日。昨年のブラジル戦から日本のエース杉田
祐一は今回もチームを引っ張った。最終日フォニーニに５セッ
トで敗れはしたが、初日にセッピを破りリーダーとしての働き
を示したと言える。ダニエル太郎もフォニーニをあと一歩まで
追い詰めた。ダブルスはマクラクランが全豪SF進出後、ダブル
スとしての可能性を見せてくれて内山をリードした。しかし、
いずれも最後の１ポイントが取れない。ショットの精度、メン
タルを支える経験はこういう場面で試される。決定力、精度共
にイタリアが一枚上であったことを認めなくてはならない｡

　皆様、お障りなくお過ごしの事と思います。
　大坂なおみ選手のインディアンウェルズ優勝に続き、尊敬するセ
リーナを破る快挙、強烈なサーブと相手の逆を突くショットを胸の
すく思いで多くの方が見て居られた事でしょう。益々の活躍が楽し
みです。
　日本女子テニスのレジェンド故宮城黎子さんのご遺志により、平
成20年度から積み立てて来たテニスミュージアム寄附金活動は、
平成26年度より第2次5か年計画に入り、累計募金額は49,400,021円
(2018年2月末現在)です。1,929件の個人及び団体からの貴重なご寄附
を頂き皆様の暖かいご支援に心から御礼を申し上げます。
　この活動の目的は、日本のテニス文化を守り育て、その伝統を後
世に伝える事です。具体的には、テニス史資料の収集、整理、保
存、復元、展示、貸出し、webテニスミュージアムの充実、等のテ
ニスミュージアム設立に関わる各種活動を行っており、皆様からお
寄せいただいた貴重な浄財による成果には以下のものが含まれてい
ます。
⃝日本初のオリンピックメダルのレプリカ製作(1920年アントワープ
五輪での熊谷一彌・柏尾誠一郎両選手で獲得のダブルス銀メダル)
⃝DVD製作：デ杯「甦る田園コロシアムの熱戦・日本庭球協会誕生
とデビスカップへの挑戦」、フェド杯「日本女子テニス・栄光への
道のり～フェデレーションカップの時代～」、全日本「全日本テニ
ス選手権90回の軌跡」⃝ニューヨークカップを戦後70年振りに復元
　今後は史資料のアーカイブ化、日本のテニス界に貢献された先人
のレリーフ作製を予定しています。
　2021年3月には日本テニス協会設立100周年を迎えます。テニスミ
ュージアム寄附金活動の集大成となるミュージアム設立に向けたご
支援を、今後共、宜しくお願い申し上げます。

（公財）　日本テニス協会
 テニスミュージアム委員会

〒 150-8050　東京都渋谷区神南1-1-1
  岸記念体育会館

　電話 :03-3481-2321
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2018デビスカップ・フェドカップを振り返って
強化本部長　植 田　実

テニスミュージアム設立
テニスミュージアム委員長　小田晶子

アジア/オセアニアゾーンを突破！　土橋登志久監督と二宮真琴、
加藤未唯、奈良くるみ、日々野菜緒　　　写真提供：ベースボールマガジン社

岩渕聡監督、杉田祐一キャプテンを中心に大活躍した日本チーム
ダニエル太郎、マクラクラン勉、内山靖崇、添田豪　　　　　　　写真提供：ベースボールマガジン社
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　アジアの女子連以外にアフリカ、米州、欧州、オセアニアの
各大陸から該当者が選ばれ、大賞は草の根のスポーツ振興と女
性進出に貢献したフィンランド女性が選出された。また新設の
コーチ特別功労賞には小谷実可子さんらシンクロナイズドスイ
ミングの名手を育てた金子正子さんが選ばれた。
　11月初め、IOC本部のあるローザンヌ（スイス）で行われた
表彰式には５代目会長の武正八重子さんらが和服姿で出席、重
いトロフィーを受け取った。武正さんは「世界で認めてもら
い、輝かしい賞を受ける夢のような感じでした。女子連の50
年の歴史の中でコツコツ積み上げてきたものが実った。全国
３万２千人の会員全員でいただいた気がする」と感激してい
た。
　よく知られているように女子連は1967年、「女子のテニスは
女子の手で」のスローガンの下に22人の発起人でスタート。初
代の桑名寿枝子さんから井上早苗さん、宮城黎子さん、飯田藍
さんが会長を務めてきた。女性のテニスの仲間づくり、普及か
ら始まり、今では全国47都道府県に支部を設け、そこでの予選
を経て行われる全国レディース決勝大会は女性テニス愛好者の
あこがれの舞台「ママさん、女性たちの甲子園」になった。
　また2002年に始まるピンクリボンレディース大会は、乳がん
の早期発見の啓発活動につながった。マンモグラフィー購入
や、予選会場に検診バスを入れて、希望者には低額で検診に応
じている。
　こうした地道な活動や社会への貢献が評価された。また女子
連からウィンブルドンなど四大大会へ審判も送っている。
　沢松順子、和子姉妹時代に同じ兵庫県で腕を競った旧姓松田
八重子の武正さんは「こういう賞をいただき、心新たに活動し
ていきたい。女性や子どもにテニスを普及するためには女性指
導者の育成が大事だと思う。日本のトップにつながる女性プ
レーヤーの入り口を築いていきたい」と抱負を語っていた。

　日本女子テニス連盟（女子連）が、国際オリンピック委員会
（IOC）の2017年「女性スポーツ賞」（アジア地区）を受賞し
た。あまり知られていないが、この賞は女性のスポーツ参加な
どに貢献した個人、団体に贈られるもので、日本ではこれまでマ
ラソンの五輪メダリスト有森裕子さんが2010年に受賞している。
　IOCは「日本女子テニス連盟は、さまざまな手法を用いて女
性のテニス参加を促進し、その活動を通じてワールドクラスの
女子選手を生み出すとともに女性のスポーツ参加を増進させ
た」と受賞理由を挙げた。

女子連が IOC「女性スポーツ賞」受賞
共同通信　小 沢 　剛

日本女子テニス連盟武正八重子会長とIOCバッハ会長
2017.11.9　スイスローザンヌでの表彰式

写真提供：Tennis Japan

RBCテニス・チャンピオンシップス・オブ・ダラス
2018.1.30~2.4
男子シングルス優勝　vs マッケンジー・マクドナルド（米）61・64
左から M・チャンコーチ、錦織圭、D・ボッティーニコーチ、
中尾公一トレーナー

全豪オープン車いすテニス2018
女子ダブルス優勝　上地結衣／マリヨレン・バウス（蘭）
　vs ディーデ・デフロート／アニク・ファンクート（蘭）60・64
女子シングルス準優勝　vs ディーデ・デフロート（蘭）67・46

写真提供：Hiroshi Sato/T Japan

2017年4大大会車いすテニス戦績
女子シングルス　全豪・全仏・全米優勝
　　　　　　　　全英ベスト4
女子ダブルス　　全仏・全英優勝、全豪準優勝

写真提供：Hiroshi Sato/T Japan

全豪オープン車いすテニス2018 
男子シングルス優勝
　vs ステファン・ウデ（仏）46・61・76（3）

錦織 圭・国枝慎吾 復帰　　上地結衣 躍進

写真提供：日本女子テニス連盟

IOC女性とスポーツ賞
（IOC Women and Sport 
World Award）
　2000年創設　世界五大陸か
ら、女性スポーツの促進、ス
ポーツ界における女性の世界レ
ベルの向上を目的に、顕著な功
績を残した個人もしくは団体に
授与される。

国枝慎吾

上地結衣
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■テニスミュージアム委員会■

平成29年度
特定寄附金 テニスミュージアム 会計報告書

平成29年4月1日～平成30年3月31日

平成28年度末基金残高 24,393,940円 

平成29年度寄附金額（H30.2.28まで） 5,398,244円 

webデータベース写真加工費 972,600円 

〈掲示板〉
●デ杯「甦る田園コロシアムの熱戦」DVD、フェド杯「日本女子選手・

栄光への道のり～フェデレ－ションカップの時代～」DVDをご
希望の方はミュージアム委員会にお問い合わせ下さい。「日本の
テニス」、テニス絵葉書（３種類）は、JTAweb「JTA STORE」
で頒布しています。   URL:http://www.jta-tennis.or.jp/ 

●古いラケット、文献等のテニス史資料の情報、又、住所、姓名の変更も、JTAテニスミュー
ジアム委員会Email:museum@jta-tennis.or.jpまでお知らせ下さい。

特定寄附金「テニスミュージアム」へのご寄附のお願い

クレジットカードによる寄附は、JTAホームページ募金サイトから直接お申込み頂けます。

振込先口座名：公益財団法人日本テニス協会 寄附金
金融機関： ゆうちょ銀行 　口座番号：00130-0-504638
振込先口座名：公益財団法人日本テニス協会  テニスミュージアム寄附金
金融機関：三菱東京ＵＦＪ銀行　支店名：渋谷中央支店　口座番号：（普通）0272922

平成29年度委員会活動費　　　　　　ＪＴＡ予算　369万円
主な活動　全日本選手権歴史展示事業
　　　　　ジャパンオープン展示協力
　　　　　史資料の収集・整備、データベース化作業
　　　　　ニューズレター発行、ｗｅｂテニスミュージアム更新
　　　　　有明倉庫、岸体地下倉庫など分散史資料を新木場
　　　　　ジェイアール倉庫に引っ越し作業
　　　　　委員会・全体会議開催

委　員　長：小田晶子　副委員長：吉井　栄、水谷　光
常 任 委 員：後藤光将、武内　勝、福田達郎、小林やよい、越智和夫、西澤太郎、清水伸一、小沢　剛
　　　　　　中川智文、塚越　亘、山森正樹
委　　　員：宮城　淳、市山　哲、我孫子和夫

▲ MUSEUM 入口の選手等身大パネル　撮影スポットになりました
▲近代のラケットの数々

楽天ジャパンオープン 2017
（2017.10.2 ～ 10.8　於・有明コロシアム 2階 JAPAN OPEN MUSEUM）

三菱 全日本テニス選手権 92nd展示
（2017.10.21 ～ 10.29　於・有明コロシアム 1階東ロビー）

▲オレンジボウルカップ

▲テニスシューズの歴史（3D プリンター復元品も）

▲マクラクラン勉・内山靖崇
サイン入りシャツ

▲展示会場全景▲特別展示　福田雅之助生誕 120 年　宮城黎子生誕 95 年▲全日本選手権会場の変遷パネル

全日本選手権展示パネルは、日本テニス協会ホームページ、
テニスミュージアム委員会の下記アドレスからご覧になれます。
http://www.jta-tennis.or.jp/history/tabid/510/Default.aspx

当時まだ無名であった熊谷選手の快進撃は、現地マニラの新聞で大きく取り

あげられました。“ ”では、熊谷選手の名前とその素晴ら

しさが、幾度も大きい見出しになりました。左は当時の新聞記事です。

大会中、準決勝＜ 熊谷 対 フォットレル 米国 戦 ＞の大舞台で、拮抗した

試合展開のなか、ある出来事がおきます。

フォットレル選手は第２セット、第３セットの終了時に休憩をとりました。

しかし、第２セット後の休憩はルール違反です。重なる休憩で試合が長引

き、フォットレル選手のセット２－１リードで第３セットを終了したころに

は、日没が近くなっていました。第 セットは「セットの途中で日没中断した

場合は途中ゲーム数を無効にし、翌日、第４セットを始めから再開する」と

いう取り決めで行われることになりました。第４セット、５ ２で熊谷選手が

リードしたところで、審判が中断を宣告しました。そして翌日､フルセットま

でもつれ込む接戦の末､熊谷選手は惜敗しました。

マニラの観衆や新聞は、熊谷選手に不運な展開となった事に同情し、新聞紙

上では議論を呼びました。観衆は、熊谷選手の素晴らしいテニスの技量や

ボールに食らいつく熱意を賞賛し、相手がクラブハウスで水を浴びたり着替

えるなど休憩する間も熊谷選手は試合再開のため休まずにスタンバイをし続

け、中断やスコアの無効についても相手や審判に抗議しなかったスポーツマ

ンシップを讃えました。熊谷選手を表彰すべきだという運動も起きました。

年以上も昔の国際大会で、若い日本人選手のスポーツマンシップが、

異国の地で人々の心を動かしたのです。

  藤沢市企画展『三觜進、日本初・学生テニス海外遠征』(後援：公財 日本テニス協会)より 作成：藤沢市郷土歴史課 協力：岡田邦子 

 ３年（大正２年）末、日本初となる学生による海外遠征が行われ、翌

１月にマニラで開催された東洋選手権大会へ出場しました。

のちに初代オリンピック・メダリストとなる熊谷選手は   シングルス準決

勝進出・ダブルス準優勝という快挙を成し遂げました 。

－その大会で、実はこんなことが起きていました－
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杉田祐一選手 ATPツアー初優勝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デ杯ワールドグループ残留決定 
 
 
 
 
 
 
 
 

試合結果 第１日 シングルス ○杉田祐一 6-2,7-5,7-6(5) ●ギレルミ・クレザール 
○添田豪 3-6,6-4,6-3,6-7(1),6-4 ●チアゴ・モンテイロ 

第２日 ダブルス  ●マクラクラン勉／内山靖崇 6-7(2),4-6,2-6 ○マルセロ・メロ／ブルノ・ソアレス 
シングルス ○杉田祐一 6-3,6-2,6-3 ●チアゴ・モンテイロ 

 

車いすテニス 上地結衣 大活躍 
2017年 女子シングルスの上地結衣は全豪オープン優勝  全仏オープン優勝 全米オープン優勝と大活躍した。 

ダブルスでは全豪オープン準優勝 全仏オープン優勝 全英オープン優勝した。 

その前の 2014年には、女子車いすテニスダブルスで 

史上 3組目となる年間グランドスラムを達成した。 

女子車いすテニス史上 6人目の生涯グランドスラム 

制覇であり、21歳 135日での達成は、 

「女子車いすテニスにおける 

最年少での年間グランドスラム」 

という記録としてギネス世界記録に認定された。 

 

 
 

 

ウィンブルドン選手権の前哨戦の一つ「ATP250 アンタルヤオープン」で松岡修造 

錦織圭に次ぐ日本人 3人目となる ATPツアー優勝を飾った。 

芝のコートでは日本人初である。 
略歴 
1988年 9月 18日生 宮城県仙台市出身。 
2017年現在、所属は三菱電機。 
2005年インターハイでシングルス優勝（湘南工科大学附属高） 
2006年プロ転向 早稲田大学へ進学。 
2014・2015年とウィンブルドンの本戦出場 
2016年世界ランキングトップ 100位以内に入り、 

全豪オープン出場 
2017年ツアー初優勝 楽天ジャパンオープン 2017ベスト８ 

世界ランキング 34位の自己最高位に上昇  
（2017，10,10 現在） 

写真提供：ⒸGetty Images                   

男子テニスの国別対抗戦、デビスカップ（デ杯）ワールドグループ

（ＷＧ）入れ替え戦 

日本対ブラジル戦で日本が３勝１敗（５戦目は中止）で勝利しワー

ルドグループ残留を決定した。 

岩渕監督は初陣を飾ることができた。 

会場 大阪市靱テニスセンター 

期日 9月 15日・18日 
 

全豪オープン優勝 全仏オープン優勝(単複) 

写真提供：テニスクラシック 
全米オープン優勝 

写真提供：ⒸGetty Images 
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全日本選手権 2016 綿貫陽介 高校生がチャンピオンに輝く 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽天ジャパンオープン 2017 ダブルス優勝 
マクラクラン勉／内山靖崇組がツアー大会初出場で初優勝 

日本人ペアとして鈴木貴男／岩渕 聡以来 12年ぶりのダブルス優勝 

決勝で昨年の世界最強ペアである 

ジェイミー・マリー（イギリス）／ブルーノ・ソアレス（ブラジル） 

を破り頂点に駆け上がった。内山とマクラクランの初めの出会いは、 

13歳のとき。「ワールドジュニア」という 14歳以下の国別対抗戦に、 

内山が日本代表、マクラクランがニュージーランド代表で 

出た時である。18歳時には、ふたりはパートナーとして 

全仏オープンジュニアのダブルスにも出場した。 
 

内山靖崇 ダブルス世界ランキング急上昇 131位（△361位）シングルス：190位（△24位）  
マクラクラン勉  ダブルス 80位（△51位）    （2017，10，10現在） 

 

全米オープン・ジュニア 2017 ダブルス準優勝 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 

2016 年 全日本選手権男子シングルスで綿貫陽介は、谷沢英彦以来

の 27年振り 18歳で堂々とチャンピオンに輝いた。 

第 1 シードの守屋、第 5 シードの竹内、そして決勝では第 2 シード

の前年優勝者内山に快勝。 

しかも 5試合で一度もセットを落とさなかった。 

決勝戦 〇綿貫陽介 6-2,6-4 ●内山靖崇 

“昨年、準決勝で敗れた雪辱を”と臨んだ今年の US

オープン・ジュニア。ジュニア最後のシーズンとな

る今年も、ペアを変えず堀江 亨／清水悠太で大会

に乗り込むと、2回戦で第 2シードを、準々決勝で

第 3シードといずれもストレートで破って昨年果た

せなかった決勝へ。安定感ある清水のストローク力

と爆発力ある堀江という掛け合わせは、調和の取れ

た戦いぶりを見せた。頂点まであと一勝に迫った決

勝の相手は第１シード Y.シュー／Y.ウー 

「緊張でカチカチだった」（堀江）、「初の決勝で 

緊張して縮こまった」（清水）という状況で第１セットは奪われたが、第 2セット、苦しい展開をものにしてスーパータイブレ

ークへ。流れは来ていたものの、9‐8のマッチポイントで堀江のフォアボレーが痛恨のミスに。惜しい準優勝となった。 

堀江 亨（関スポーツ塾・Ｔ）／清水悠太（兵庫・西宮甲英学院） 4-6,7-5,9-11  Y.シュー（中国台北）／Y.ウー（中国） 

写真提供：テニスクラシック 

写真提供：テニスクラシック 

写真提供：テニスクラシック 

メキシコで50日間過ごしたのを覚えています。（中略）
今みたいに付き添いの人はいなくて、松本鐵一君と2人
での遠征で、宿泊はすべてホームステイ。僕らが泊まっ
たのは、現在プロ選手のあのブライアン・ゴットフリー
ト（1970 ～ 85年にプロテニスプレーヤーとして活躍。
世界ランキング最高位はシングルス3位、ダブルス2位）
の家だったんです。ブライアンはまだ7歳のわんぱく盛
りで、帰り際に記念として家に僕らのラケットをプレゼ
ントしてきたんです。だから、僕らがあの家に泊まらな
かったら、ブライアンは今ごろテニスをやっていない
じゃないかと思いますよ。試合では好成績をあげられま
したが、シングルス準決勝でギスパートに0-6、0-6で負
けたのがすごくショックでした。逆にうれしかったのは、
結婚してアメリカに住んでいる元歌手の日本人女性が、
僕らの活躍を新聞で読んでおにぎりを持ってきてくれた
ことですね」
■1967年沢松和子の優勝と72年王者ボルグを苦しめた待鳥
　オレンジボウルのシングルス歴代優勝者に名を連ね
た日本選手は、1975年のウィンブルドン複を制した沢
松（現姓・吉田）和子ただ一人。女子ジュニアとして初
めて派遣された66年大会で、16歳以下シングルスでベ
スト8、姉・順子と組
んだ18歳以下ダブル
スでベスト 4 の結果
を残すと、翌 67 年大
会は16歳以下シング
ルスに優勝、英国のコ
ニー・モルスワース
と組んだ18歳以下ダ
ブルスで優勝し、クラ
ス違いの二冠を達成
している。
　優勝こそ逃したものの、沢松が初出場した66年大会
では平井健一（法政二高）が16歳以下男子シングルスで
準優勝。その後、72年大会では後のスター選手と名勝負
を演じた男子選手の活躍が話題となった。72年大会に出
場した待鳥明史が、18歳以下男子シングルスで4回戦を

勝ち抜き、準々決勝でビヨ
ン・ ボ ル グ と 2-6、6-7 の
熱戦を繰り広げたのだ。
 「ボルグは当時もうデ杯
選手で、プレースタイルも
今とまったく同じ。コート
のかなり後方にいないと、
ボールが高くバウンドする
ので打ちにくかったです
ね。1 セット目 2-6 で取ら
れましたが、2セット目は
一時リード。すると“日本
選手がリードしている”と
いうアナウンスが会場に流
れ、観客が一斉に集まってきたのを覚えています。結局、
2セット目はタイブレークに入って敗れてしまいまし
たが、僕は強い選手と試合するとわりと善戦していたの
で、それほど力の差は感じませんでした」（1983年テニ
スクラシック3月号より）
　その後、1985年大会で太田茂がアメリカ人選手（ガー
ナー）とのペアで18歳以下男子ダブルスに優勝。日本人
男子として初のオレンジボウルチャンピオンとなった
が、このとき決勝を戦ったのは松岡修造と甘露寺重房の
ペアだった。近年では、2003年に錦織圭が準優勝（男子
14歳以下シングルス）、森田あゆみが3位入賞（女子14
歳以下シングルス）。登竜門としてのオレンジボウルに
挑む日本選手たちの挑戦は今もなお続いている。

年 種目 名前 記録

1959 男子シングルス
菅　清吉 ベスト8
松本鉄一 2回戦

男子ダブルス 菅・松本 ベスト8

1960 男子シングルス
田中久雄 1回戦
渡辺康二 4回戦

男子ダブルス 渡辺・田中 ベスト8

1961 男子シングルス
井上政憲 3回戦
中山　晃 3回戦

男子ダブルス 井上・中山 3回戦

1962 男子シングルス
浅田伸二 4回戦
古林隆夫 1回戦

男子ダブルス 古林・浅田 3回戦

1963 男子シングルス
浅田伸二 3回戦
内藤義雄 1回戦

男子ダブルス 浅田・内藤 3回戦

1964 男子シングルス
浅田伸二 4回戦
神和住純 3回戦

男子ダブルス 浅田・神和住 ベスト8
1965年　記録不明

1966

男子シングルス 平井健一 準優勝
吉井　栄 3回戦

不　明 田辺　正 不明
女子シングルス 沢松和子 ベスト8
女子ダブルス 沢松・沢松 ベスト4

1967

男子シングルス 平井健一 ベスト8
田辺　清 ベスト32

男子ダブルス 平井・田辺 ベスト8
女子シングルス 沢松和子 優勝
女子ダブルス 沢松・モルスワース（英国） 優勝

1968年　記録不明

1969 男子シングルス 荒巻政昭 1回戦
男子ダブルス グリーンデル（豪）・荒巻 2回戦

年 種目 名前 記録

1970
男子シングルス

八木沢恭司 1回戦
太田正孝 2回戦
中島幸彦 2回戦

男子ダブルス 八木沢・マーシー（インド） 2回戦
中島・太田 1回戦

1972 男子シングルス
坂本京一 3回戦
坂本真一 3回戦
待鳥明史 5回戦

1973 男子シングルス 陸浦隆繁 4回戦
鷲田典之 2回戦

1974 男子シングルス 吉田昇生 1回戦
男子ダブルス 吉田・江見 1回戦

1975 男子シングルス 江見浩平 3回戦
吉田昇生 3回戦

1976 男子シングルス 中西伊知郎 2回戦
米沢　徹 2回戦

1977

男子シングルス 村田有季彦 2回戦
竹内映二 2回戦

男子ダブルス 村田・竹内 1回戦

女子シングルス 池本裕子 2回戦
古橋富美子 1回戦

女子ダブルス 池本・古橋 ベスト8

1978

男子シングルス 藤田秀丸 2回戦
須原久勝 1回戦

男子ダブルス 藤田・須田 1回戦
女子シングルス 吉田泰子 1回戦
女子ダブルス 吉田・宗高 2回戦

1979
男子シングルス 西野真一 2回戦

千田治郎 1回戦
女子シングルス 吉田泰子 1回戦
女子ダブルス 吉田・ホー（台湾） 1回戦

1980

男子シングルス 西野真一 ベスト8
二本松一 1回戦

男子ダブルス 西野・二本松 2回戦

女子シングルス 井上悦子 3回戦
岡本久美子 1回戦

女子ダブルス 井上・岡本 ベスト8

年 種目 名前 記録

1981
男子シングルス 武鑓正芳 2回戦

中村聡一 1回戦
男子ダブルス 中村・武鑓 2回戦
女子シングルス 岡本久美子 3回戦

1982年　記録不明

1983

男子シングルス 太田　茂 1回戦
土橋登志久 1回戦

男子ダブルス 太田・土橋 4回戦

女子シングルス 雉子牟田明子 4回戦
飯田　栄 2回戦

女子ダブルス 雉子牟田・飯田 3回戦

1983

男子シングルス 太田　茂 1回戦
土橋登志久 1回戦

男子ダブルス 太田・土橋 4回戦

女子シングルス 雉子牟田明子 4回戦
飯田　栄 2回戦

女子ダブルス 雉子牟田・飯田 3回戦

1984

男子シングルス 松岡修造 1回戦
太田　茂 2回戦

男子ダブルス 太田・松岡 2回戦
甘露寺・面野 2回戦

女子シングルス 飯田　栄 1回戦
横田光子 2回戦

女子ダブルス 飯田・横田 1回戦
山口・広瀬 1回戦

1985

男子シングルス 松岡修造 3回戦
甘露寺重房 1回戦

男子ダブルス 松岡・甘露寺 準優勝
太田・ガーナー（米） 優勝

女子シングルス 横田光子 1回戦
木戸脇真也 2回戦

女子ダブルス 横田・木戸脇 1回戦

年 種目 名前 記録

1986 男子シングルス 辻野隆三 3回戦
男子ダブルス 辻野・ペレイラ（アルゼンチン）ベスト8

1987

男子シングルス 辻野隆三 4回戦
岡田岳二 1回戦

男子ダブルス 辻野・岡田 2回戦

女子シングルス 伊達公子 1回戦
山口涼子 1回戦

女子ダブルス 伊達・山口 ベスト4

1988

男子シングルス 増田健太郎 1回戦
山本育史 2回戦

男子ダブルス 増田・山本 2回戦

女子シングルス
平木理化 3回戦
山口涼子 1回戦
柴田　薫 1回戦

女子ダブルス 平木・柴田 ベスト4

1989

男子シングルス
伊東　新 3回戦
日置映正 1回戦
吉岡青樹 1回戦

男子ダブルス 伊東・日置 2回戦
吉岡・ブレイカス（カナダ） 2回戦

女子シングルス
平木理化 2回戦
長野宏美 3回戦
宮内美澄 2回戦

女子ダブルス 長野・宮内 1回戦
平木・スミス (英）準優勝

1990

男子シングルス 濱浦貴光 1回戦
男子ダブルス 濱浦・ゾラ（ポーランド） 2回戦

女子シングルス
柴田　薫 1回戦
矢沢希代子 1回戦
永冨恵子 1回戦

女子ダブルス 矢沢・ベイカー（米）2回戦柴田・永冨 3回戦

オレンジボウル　日本人記録

▲1972 年オレンジボウル出場の日本
チーム。左から坂本（真）、待鳥、坂本（京）

▲第１シードのボルグ率
いるスウェーデンチーム
を破った。左から坂本、
ボルグ、一人置いて待
鳥、コンステッド

▼待鳥明史は
1972年大会で５
回戦進出

▲1967年オレンジボウル大会に出場した、平井
健一、吉井栄（監督）、沢松和子。沢松和子は16
歳以下単で優勝、英国のモルスワースと組んだ
18歳以下複も優勝

▲前列向かって左から松岡修造、太田茂、辻野隆三、甘
露寺重房、横田光子、飯田栄、木戸脇真也と世界各国
から集まった選手達

▲

試合の合間に宿題。
向かって左から辻野隆
三、甘露寺重房

文：中川智文（日本文化出版㈱）

70年の歴史を持つ世界舞台への登竜門
　毎年12月のクリスマスシーズンに米国・フロリダ州
で開催される『ジュニア・オレンジボウル国際テニス選
手権』は、グランドスラムイベントに次ぐ国際テニス連
盟（ITF）グレードAに区分されるジュニアテニス最高峰
のトーナメントとして“オレンジボウル”の名称で広く
知られている。テニスボールの“BALL”ではなく、収穫
したオレンジを入れる大きな“BOWL”が大会名の由来
なので「オレンジボウル」と書くのが正しい。
　歴代優勝者にはクリス・エバート（1969、70年・米）、
ビヨン・ボルグ（72年、スウェーデン）、ジョン・マッケ
ンロー（76年、米）、イワン・レンドル（77年、チェコ）、
ガブリエラ・サバティーニ（84年、アルゼンチン）、ジム・
クーリエ（87年米）、ロジャー・フェデラー（98年スイス）
などの№１プレーヤーたちが名を連ねる、世界舞台への
登竜門的なジュニアトーナメントである。
　第1回オレンジボウルの開催は1947年。エディ・ハー
氏が、当時熱心にテニスをしていた娘の出場する大会が
地元に少ないことから設立したもの。スタートから約30
年にわたってトーナメントディレクターを務めたエディ
氏は、ジュニア男子団体戦の『サンシャインカップ』や、
ジュニア女子団体戦の『コンチネンタル・プレーヤーズ
カップ』の創設者でもある。
　当初はアメリカンフットボールなどの競技と一緒にマ
イアミ地域でクリスマスシーズンに開催される子どもた
ちのための催し物（イベント全体が“オレンジボウル”と
呼ばれている）の一つにすぎなかった。海外選手の出場

も認められていたものの参加者は少なく、部門も男女16
歳以下と18歳以下の2クラスだけ。現在のように12歳
以下のクラスから設けられたのは1950年代になってか
らで、本格的なインターナショナルトーナメントとして
その地位を確立させたのはテニス大会のオープン化、テ
ニスプレーヤーのプロ化が進む60年代に入ってからの
ことだった。ちなみに、91年大会のゴルフ部門ではタイ
ガー・ウッズが優勝している。

オレンジボウルで活躍した日本選手たち
■日本人初出場は1959年の菅（法政二高）、松本（甲南高）
　オレンジボウルに日本人選手が初めて挑んだのは
1959年のこと。法政二高の菅清吉（現姓・森）と甲南高
の松本鐵一が出場し、菅はベスト8、松本が2回戦、2人
が組んだダブルスでベスト8という記録を残している。
清水善造、佐藤次郎などの名選手に続く国際的テニスプ
レーヤー育成のために、日
本テニス協会が初めて行っ
た海外ジュニア派遣だった
が、当時の思い出を振り返
るインタビューがテニス雑
誌（1983年テニスクラシッ
ク3月号）に掲載されてい
るので転載しておこう。
森（旧姓・菅）「飛行機代は
別にして、協会から当時の
お金で1人50ドルを持た
されて、それでアメリカ、

オレンジボウルの歴史
Junior Orange Bowl Tennis Championships

全日本チャンピオン、デ杯＆フェド杯代表を輩出してきたジュニアテニスの登竜門

【オレンジボウル 18歳以下男女シングルス歴代優勝者】
回数 開催年 男子優勝者 女子優勝者 回数 開催年 男子優勝者 女子優勝者

第 1 回 1947 L. マックマスターズ（米） J. ジョンソン（米） 第 36 回 1982 G. フォルジェ（仏） C. バセット（米）
第 2 回 1948 T. ボーイス（米） M. ラミレス（メキシコ） 第 37 回 1983 K. カールソン（スウェーデン） D. スペンス（米）
第 3 回 1949 G. ボグレイ（米） E. レヴィッキー（米） 第 38 回 1984 R. ブラウン（米） G. サバティーニ（アルゼンチン）
第 4 回 1950 J.R. グリグビー（米） T. グリーンバーグ（米） 第 39 回 1985 C . ピストレジ（イタリア） M.J. フェルナンデス（米）
第 5 回 1951 S. ジアマルバ（米） C. ファヘロス（米） 第 40 回 1986 J. サンチェス（スペイン） P. タラビニ（アルゼンチン）
第 6 回 1952 E. ルピノフ（米） C. ファヘロス（米） 第 41 回 1987 J. クーリエ（米） N. ズヴェレワ（ロシア）
第 7 回 1953 M. グリーン（米） P. シャファー（米） 第 42 回 1988 M. ロセ（スイス） C. カニングハム（米）
第 8 回 1954 A. ケイ（米） M. ストック（米） 第 43 回 1989 F. メリゲニ（ブラジル） L. スパディア（米）
第 9 回 1955 M. グリーン（米） M. アーノルド（米） 第 44 回 1990 A. メドベデフ（ロシア） P. ペレス（スペイン）
第 10 回 1956 C. フェルナンデス（ブラジル） M.A. ミッチェル（米） 第 45 回 1991 M. シャルペンティエール（アルゼンチン） E. リホフスツェワ（ロシア）
第 11 回 1957 C. クロフォード（米） M.E. ブエノ（ブラジル） 第 46 回 1992 V. スパディア（米） B. ムレジ（スロベニア）
第 12 回 1958 R. バルネス（ブラジル） C. ハンクス（米） 第 47 回 1993 A. コスタ（スペイン） A. モントリオ（スペイン）
第 13 回 1959 J.R. アリーリャ（スペイン） S. ウォーショー（米） 第 48 回 1994 N. ラペンティ（エクアドル） M. ラモン（スペイン）
第 14 回 1960 B. ルヌワール（米） C.A. プローセン（米） 第 49 回 1995 M. ザバレタ（アルゼンチン） A. クルニコワ（ロシア）
第 15 回 1961 M. ペルギン（米） J. アルバンス（米） 第 50 回 1996 A. マーチン（スペイン） A. アルカサル（スペイン）
第 16 回 1962 A. ローチ（米） S. デフナ（米） 第 51 回 1997 N. マスー（チリ） T. ピスニク（スロベキア）
第 17 回 1963 T. コチ（ブラジル） P. バートコヴィッチ（米） 第 52 回 1998 R. フェデラー（スイス） E. デメンティエワ（ロシア）
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第 25 回 1971 C. バレズッティ（イタリア） D. ガンツ（米） 第 60 回 2006 A. ランカヌ（ルーマニア） N. ホフマノワ（オーストリア）
第 26 回 1972 B. ボルグ（スウェーデン） D. ガンツ（米） 第 61 回 2007 R. ベランキス（リトアニア） M.L. デ・ブリト（ポルトガル）
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